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金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
が
主
催
す
る
伝

統
の
、
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的

と
し
た
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の

第
44
回
が
、
２
０
１
３
年
１
月
15
日
（
火
）

か
ら
１
月
26
日（
土
）
ま
で
、
京
都
市
左
京

区
の
修
学
院
離
宮
に
ほ
ど
近
い
関
西
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
校
し
た
。
今
回
は
、
北

は
栃
木
、
南
は
広
島
か
ら
42
名
の
受
講
生

が
参
加
し
、
合
宿
形
式
で
研
鑽
に
励
ん
だ
。

　

今
回
か
ら
、
よ
り
受
講
生
が
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
従
来 

２
週
間
半
で
あ
っ
た
コ
ー
ス
期
間
を
２

週
間
に
短
縮
し
て
開
催
し
た
。「
時
代

の
求
め
る
労
働
組
合
の
役
割
」
を
総
合

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
四
つ
の
柱
に
基
づ

い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
第
１
の
柱
『
自
分
の
立
つ
歴
史
的

背
景
を
学
ぶ
＝
縦
』
で
は
、「
戦
後
の
労

働
運
動
と
労
使
関
係
の
変
遷
」「
国
際

労
働
運
動
論
」「
産
業
関
係
学
と
私
の
人

生
」、
第
２
の
柱
『
自
分
の
立
っ
て
い
る
場

に
つ
い
て
学
ぶ
＝
点
』
で
は
、「
労
働
法
」 

「
労
使
関
係
論
」「
組
合
戦
略
づ
く
り
」「
統

計
学
」「
男
女
共
同
参
画
の
職
場
と
社
会
づ

く
り
」「
新
し
い
組
織
文
化
の
創
造
」「
労

働
組
合
の
た
め
の
財
務
分
析
入
門
」、
第
３

の
柱
『
自
分
の
住
む
世
界
の
拡
が
り
に
つ

い
て
学
ぶ
＝
横
』で
は
、「
国
際
経
済
論
」「
国

際
協
力
論
」、そ
し
て
最
後
の
第
４
の
柱
『
自

分
の
生
き
る
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
』
で
は
、

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
」、「
職
場
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
の
14
講
座
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
受
講
生
は
、
４
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
分
か
れ
て
、
指
導
講
師
の
も
と
、
４

回
に
わ
た
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
、
も

の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
組
合
・
職
場
に

お
け
る
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
課
題

解
決
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
、
経
験

交
流
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
の
最
後
に
そ
の

成
果
を
ゼ
ミ
別
に
発
表
し
、
全
員
で
共
有

し
合
っ
た
。

　

こ
の
他
、
経
営
者
を
講
師
に
招
い
て
の

特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」
で
は
、
井
上

礼
之
ダ
イ
キ
ン
工
業
会
長
か
ら
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
企
業
経
営
と
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
」

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
、

金
属
労
協
の
西
原
議
長
か
ら
開
校
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動
と
リ
ー
ダ
ー

像
」、
若
松
事
務
局
長
か
ら
「
金
属
労
協
の

運
動
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
た
。

ま
た
、
講
義
の
合
間
に
は
、
京
都
の
伝
統

文
化
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
の
清
心
庵
で
の
「
お
茶
室

体
験
」
や
、
圓
光
寺
で
の
「
座
禅
体
験
」、

牛
若
丸
伝
説
で
有
名
な
鞍
馬
山
散
策
、
比

叡
山
登
山
な
ど
も
体
験
し
た
。

開
校
式

　

１
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
の
開

校
式
で
は
、　

平
田
校
長
の
式
辞
の
後
、
主

催
者
を
代
表
し
て
西
原
議
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
金
属
労
協
と
し
て
、
結
成
当
初
か
ら

次
代
を
担
う
組
合
役
員
の
養
成
が
極
め
て

金
属
も
の
づ
く
り
の
組
合
の
仲
間
が
研
鑽
し
あ
い
、

幅
広
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
の
見
方
を
学
ぶ

TOPICS 1

第
44
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
報
告

開校式で式辞を述べる平田校長

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
の
が
ま
さ
し
く
こ
の
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
金
属

労
協
と
し
て
も
、
こ
の
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
を
重
要
視
し
て
お
り
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
参
加
の
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幅
を
広
げ
る
た
め
２
週
間
に
短
縮
し
て
の

開
催
と
な
る
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
の
新
し

い
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
年
、
そ

の
基
軸
と
な
る
本
コ
ー
ス
の
第
一
期
生
の

気
概
で
是
非
積
極
的
に
研
修
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

出
店
方
式
で
討
論
会

　

コ
ー
ス
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
に
「
討
論
会
」
が
あ
る
。
事
前
に
指
導

講
師
（
石
田
光
男
同
志
社
大
教
授
）
を
交
え

た
討
論
会
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
職
場

や
労
組
に
お
け
る
課
題
な
ど
を
出
し
合
い
、

「
労
組
役
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
」「
60
歳
以
降
の
就
労
制
度
に
つ
い

て
」「
組
合
の
活
性
化
に
つ
い
て
」「
時
間

外
労
働
と
年
次
有
給
休
暇
」「
女
性
社
員
の

職
場
環
境
に
つ
い
て
」
と
、
全
部
で
５
つ

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
18
日
の
討
論
会

で
は
、
各
自
が
討
論
し
た
い
と
思
う
テ
ー

マ
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
り
、
座
長
を
務
め

る
実
行
委
員
を
中
心
に
時
間
の
経
つ
の
も

忘
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

閉
校
式

　

閉
校
式
で
は
、
名
誉
校
長
の
八
田
同
志

社
大
学
学
長
が
式
辞
に
立
ち
、「
こ
の
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
意
義
は
三
つ

あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
労
働
組
合
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ
と
い

う
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
迷

わ
ず
に
集
中
で
き
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

寝
食
を
共
に
し
て
同
じ
金
属
も
の
づ
く
り

の
組
合
の
仲
間
が
研
鑽
し
あ
い
、
お
互
い

の
絆
を
深
め
合
う
こ
と
。
三
つ
目
は
こ
の

コ
ー
ス
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
視
点
、
幅

広
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
の
見
方
を
学
ぶ

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
で
培
っ
た
知

識
、
人
脈
、
も
の
の
見
方
を
労
働
組
合
や

職
場
で
生
か
し
て
ほ
し
い
。
み
な
さ
ん
は

是
非
大
き
な
高
い
志
を
持
っ
て
、
大
き
な

目
標
を
掲
げ
て
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
す
る
心

を
失
わ
ず
に
歩
み
続
け
て
ほ
し
い
」
と
旅

立
つ
受
講
生
を
激
励
し
た
。
平
田
校
長
が

式
辞
を
述
べ
た
後
、
42
名
の
受
講
生
一
人

ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
た
。
若
松

事
務
局
長
な
ら
び
に
ゼ
ミ
担
当
講
師
の
香

川
・
石
田
・
冨
田
・
上
田
各
教
授
か
ら
花

向
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
最
後
に
、
受

講
生
を
代
表
し
て
柿
沼
級
長
が
答
辞
を
述

べ
、
閉
校
式
を
終
了
し
た
。
こ
れ
で
44
回

ゼミナール

グループ形成「貿易ゲーム」

鈴木勝利顧問による「戦後労働運動と労使関係の変遷」

ま
で
の
修
了
生
数
は
1
5
0
4
名
に
達
し

た
。

　

閉
校
式
終
了
後
に
は
、
後
輩
た
ち
の
た

め
に
と
、
受
講
生
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
加
湿
器
１
台
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
受

講
生
の
発
案
で
、
第
44
回
コ
ー
ス
同
期
会

の
結
成
も
提
案
さ
れ
幹
事
を
選
出
し
た
。

●
次
回
第
45
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
コ
ー
ス
の
開
催
に
つ
い
て

　

次
回
コ
ー
ス
か
ら
、
よ
り
参
加
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
従
来
の
１
月
開
催
を
10

月
開
催
に
変
更
し
ま
す
。
次
回
第
45
回

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
、
本
年

2
0
1
3
年
10
月
７
日
（
月
）～
10
月
19 

日
（
土
）、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
開
校
す
る
予
定
で
す
。

討論会


